
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 

ささえあいコミュニティ

生活協同組合新潟 

 
代表者 

 

高見 優 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

平成１８年に開所して１０周年となりました。民家を改装し平成２７年には居室とデイルームを増築

し、利用者様にはゆったりと居心地良く過ごしていただける空間ができました。 

家庭的な雰囲気のなかでお庭を見ながら一緒に食事をし、利用者様と共に生活し、さりげなく丁寧に

支援をおこなうことを大切にしています。 

ご縁を大事にありのままの利用者様を受け入れ望まれる生活を支援しています。 事業所名 
小規模多機能型居宅介護 

ささえ愛あわやま 
管理者 

 

星野良子 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 １人 １人 人 １人 １人 人 ２人 人 ６人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

  ・できていることと、できていないこ

とがわかりこれからの取り組み方や工

夫の必要性を考えるきっかけになった

ので良かった 

・工夫する必要がわかったことに具体

的に、すぐにできることに取り組み、

結果を見ながら順次行なっていく 

・結果を次回の運営推進会議に報告を

しながら一緒に考えていきます 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

  ・１度来たことのある人は入りやすい

が知らない人にはチャイムを押すにも

勇気がいるので入りにくいのでは 

・明るくお庭をみながらゆったりと過

ごせる共有空間は居心地が良い 

・始めての人でも入りやすいきっかけ

になる行事などの案内を玄関前や事業

所脇の通りにボードを設置し次回の行

事案内をしていきます「ご自由にどう

ぞ」と明記 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

  ・地域の祭りや、防災訓練には事業所

も参加しており、事業所の行事には地

域の人達も参加されているので知られ

ていると思う 

・近所の農家の人から旬の採れたての

野菜を納品してもらい食事に活かして

いる 

・避難訓練や行事には、これからも近

隣の方に協力や参加をしていただける

ように良い関係を継続していく 

・災害時に対応できる場所でもあるこ

とを機会があるたびに案内する 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

  ・天気や季節に応じてよく外出を楽し

んでいることは知られていると思う。 

・行き慣れたスーパーや、行きつけの

美容院などに同行し今までの暮らしを

地域で継続しています 

・外出することの喜びと事故の危険の

両面があるので充分な計画をたて実施

する 

・地域にサポートできる資源が他にど

んなものが、どれほどあるのか情報を

集めます 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

  ・出された意見を真摯に受け反映でき

るよう取り組んでいる 

・地域の方から大勢の人が立ち寄って

くれればそれで良いものでもなく、原

点、足元の間違いがないことが大前提

であることをこれからも大事にしてい

ってください。 

・利用者様の個性やプライドを大切に

事故がなく安心して、穏やかに生活し

ていただけることを一番にこれからも

１日１日の日々を大切に支援していき

ます。 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

災害、避難訓練の際は近隣住民に参加 

依頼は書面が望ましい 

避難訓練の参加依頼は文面にて配布し

ている 

・災害時の備蓄や避難訓練、防災訓練

は定期的におこなっている 

・訓練には地域の人からも参加、協力

してもらっています 

・定期的な訓練はこれからも実施しま

す 

・地域の方から災害時には頼りにして

もらえる場所であることを機会がある

たびに伝えていきます 

 

 

 

 

 


